「よくある質問」の反対

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井上圭典

　よくある質問(FAQ)はインターネットの世界ではすっかりなじみとなっている。質問事項があれば、下記空欄に記入せよということで、メールを介して質問をすると、しばしばFAQ(Frequentry Asked Question)を参照してください、と返事が返ってくることがある。ある場合には、あらかじめFAQをよく読んでから、それでも質問があれば質問するようにと促される。時には未分類の膨大なFAQに出会うこともある。質問例の大海に放り込まれるのである。

　これから紹介するのは、よくある質問の反対、滅多にない質問である。

　何時であったか、ある国会議員から航法測地課（当時）に対し次のような質問があった。

　「カレンダーで日曜日の数字が赤、土曜日の数字が青なのは何故か」。

これは回答不能であった。

　さらに別口であったが、「カレンダーや日記帳で月曜日から始まるものと、日曜日から始まるものとあるが、本来どっちが正しいのか」と。

これは、どちらが正しいとは言い切れないとの回答しか出来なかった。

　月曜か日曜かを尋ねた議員は、大体、休みを先頭にもってくるのは、怠慢な考えでけしからんとの意向があったらしい。仕事のあと疲れを取るための休みであるべきであるとの月曜先頭派のようであった。

　戦時中、軍歌の歌詞に「月月火水木金金」というのがあった。土日なしの艦隊勤務の様子を歌詞にしたものである。

　アメリカでも西部開拓時代に「アレガニー（山脈）の西には、日曜日はない」という標語で、開拓民は西へ、西へとなだれていったという。日曜日は教会へとの東部１３州の「掟」は、蹴飛ばされていた。

　国が戦争なり、膨張するときには、カレンダーの曜日は、大義の前に無視されていたのである。平和時でも国際競争に勝ち抜くためと、サービス残業、日曜出勤、昼夜３交代勤務など、カレンダーの七曜とはちがうサイクルで人は働かされている。
